
山口県助産師職能委員会 研修報告 

 

平成 27年 2月 7日（土）、山口県看護協会研修会館において、第 6回新人助産師研修「事

例検討」「症例発表会」が開催されました。 

 研修には、新人助産師 20名、徳山、岩国、下関より助産師の先輩が 4名参加されました。

事例検討では、新人助産師が２事例を各々２グループに分かれ検討しました。症例発表会

では新人助産師が印象に残った症例を発表し、その後に先輩助産師の方のコメント、さら

に山口県立大学白石先生に講評をいただきました。

 事例検討は、自分の経験と照らし合わせながら考えることができ、学びを深めることに

繋がっていました。グループワークは、いろいろな考え、視点が違っていることに気づけ

て視野を広げていきました。また、一人ではどう対処していいか分からないことも皆で考

えることで答えを導き出すことができていました。

 

 

 

 

 

 

 

 症例発表会は、一例一例をすべて自分がこの状況だったらどうするか考える機会になり、

学びの多いものであったと答えていました。振り返りをすることの大切さを新人一人一人

が再確認した研修の内容でした。アンケートには、同期との交流が支えになっていたこと

や少しずつ自分が進歩していることに気付き自信がもてるようになっていること、助産師

として頑張りたいと感想が述べられていました。 
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